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1. はじめに 
地震や大型台風のような自然災害や，インフルエ
ンザのパンデミックといった緊急時には，適切に授
業の休講やテストの延期処置をとり，学生の安全を
守ることが大学の重要な責務である．インターネッ
トの普及により，全学生・教職員に対して迅速な連
絡が可能になった一方で，インターネットの特性を
充分に把握して連絡を実施しなければ，Web サーバ
の過負荷やメールの不配達が発生する可能性がある． 
これまで早稲田大学では緊急連絡方法として，学
生・教職員向けの大学公式メールサービスである 
Waseda-net メールや，大学のホームページを利用
してきた．しかし，メールにより全学へ連絡する場
合，時には 9 万通近いメール送信が必要になり，送
信完了までに 2 時間以上を要する．また，多くの利
用者がWaseda-net メールのアドレスから携帯電話
やプロバイダのメールサービスへ転送しているため，
緊急連絡を送信すると，大量のメールが携帯電話会
社やプロバイダへ転送され，これらメールの流路上
で一括ブロックされる恐れがある．大学ホームペー
ジで連絡を行うとしても，緊急時にはアクセスが集
中し，Web サーバの過負荷によりページを閲覧でき
なくなる恐れがある． 
そこで 2010 年からは，Waseda-net メールとホ
ームページによる連絡に加え，より確実に連絡を行
うために，携帯電話向けページ・Yahoo! ブログ・
Waseda-net ポータルの3つのWebページを新たな
緊急連絡方法として追加することになった．近年の
モバイル端末の普及により，携帯電話でも閲覧でき
る Web ページを用意することで，より確実かつ迅速
に連絡を行えることが期待できる．さらに，連絡用
の新しい Web ページを全学に周知するため，2010
年 1 月より 3 回の緊急連絡訓練を行った．本稿では，
これら早稲田大学における緊急時連絡に対する取り
組みについて述べる． 
以下，2 節において早稲田大学がこれまで用いて
きた緊急連絡方法について述べる．3 節では新たに
用いることになった緊急連絡用 Web ページについ
て述べる．4 節では緊急連絡の訓練について述べ，5
節でまとめる． 
2. 従来の緊急連絡方法 
本節では，当学がこれまで緊急連絡に用いてきた
Waseda-net メールと大学ホームページについて述
べる．新しい連絡手段を導入したあとも，これらの
媒体での緊急連絡は続ける． 
2.1. Waseda-netメール 
Waseda-net メールは当学が全学生・教職員に対
して提供するメールサービスである．当学に所属す
る学生と教職員は全員，Waseda-net メールのメー
ルアドレスを割り当てられる．大学から全員に対し
て有効なアドレスを割り当てることは，全学への連
絡において必要不可欠である [1]．しかし，利用者
の多くが，Waseda-net メールのアドレスに届いた
メールを各自の携帯電話や別メールアドレスに転送
している．そのため，大学から全員に対してメール
を送信すると，携帯電話会社やプロバイダ，Gmail
のような Web メールサービスへ大量の転送が発生
する．その結果，メール流路上でブロックされ，メ
ールの不配達が生じることが分かっている． 
この問題に対応するために，一括送信時には，一
定数のメールごとに間隔を空けて送信するといった
負荷軽減を行っている．過去，早稲田大学では 2007
年 5 月の麻疹流行時に臨時休校処置をとったが，負
荷対策の影響もあり，休校連絡を全学に送信するた
めに 10 時間が必要になった．現在では，送信方法
に様々な工夫を加えることで，全学に対して 2 時間
程度で送信を行うことができるようになっている． 
2.2. 早稲田大学のトップページ 
早稲田大学では，www.waseda.jp を大学全体の
トップページとしてホームページを運用しており，
1日で3万回程度トップページへのアクセスがある．
当学では，トップページにも緊急時の連絡を掲載す
ることで，より迅速な伝達を図っている．しかし，
緊急事態の発生により，ホームページへのアクセス
が集中するとサーバの過負荷により，ページを閲覧
できなくなる恐れがある．実際，2009 年 10 月の台
風の際には，1 時間で最大 7 万回を超えるアクセス
があった．これは，平常時 1 日の 2 倍以上のアクセ
スが 1 時間で発生したことに相当し，サーバの処理
能力を超える可能性もあった．この問題に対処する
ために，緊急時には大学ホームページを文字情報の
みの軽量版に差し替え，サーバへの負荷を軽減する
ことになっている． 
3. 新たに緊急連絡を掲載するWebページ 
ここまで説明したように，Waseda-net メールと
ホームページを用いることである程度の連絡は可能
になるものの，メール不配達やサーバ過負荷の危険
性があり，緊急時の連絡が行き渡らない恐れがある．
より確実に連絡を行うためには，連絡方法を増やし，
連絡経路に冗長性を持たせる必要がある． 
以上の課題を鑑み，早稲田大学では2010年より，
携帯電話向けページ・Yahoo! ブログ・Waseda-net 
ポータルの 3 種類の Web ページにおいても緊急連
絡を実施することとした．本節では新しく連絡に用
いることになった Web ページについて述べる．  
3.1.1. 携帯電話向けお知らせページ 
モバイル端末の普及に伴い，携帯電話向けページ
を用意することで，より確実な緊急連絡が可能にな
ると期待できる．そこで，携帯電話向けの緊急連絡
ページを新たに用意することになった．このページ
は携帯電話で閲覧できるように，数 KB の容量とな
っている．容量が小さいため，サーバへの負荷も小
さくなる利点もある．このページは PC・携帯のど
ちらでも閲覧可能である． 
3.1.2. Yahoo! ブログ緊急お知らせページ 
Yahoo! が提供するブログサービスである 
Yahoo! ブログにも大学公式のブログページを設置
し緊急連絡を行うこととした．ページ内容を更新す
るときは，通常用途のブログと同じように Yahoo! 
のアカウントでログインし，ページを更新すること
になる．Yahoo! ブログは PC 用 Web ブラウザでの
閲覧と共に，携帯電話での閲覧にも対応している．
さらに，Yahoo! が独自に管理しているサービスで
あるので，連絡系統の冗長性向上が期待できる．こ
のように Yahoo! ブログを緊急連絡に利用する取り
組みは，静岡市のような地方自治体でも行われてい
る [2]． 
3.1.3. Waseda-net ポータルログイン前ページ 
早稲田大学では，学生・教職員のためのポータル
サイトとして Waseda-net ポータルを提供している．
学生は履修登録や成績確認をはじめ，多くの手続き
を Waseda-net ポータルより行っている．また，教
職員も会議室の予約や研究費の管理などで日常的に
利用している．このため，全学的に URL が認知さ
れていると考えられる．そこで，ログイン前のトッ
プページに緊急連絡を掲載することとした．ログイ
ン前のページに掲載することで，閲覧者のログイン
の手間をなくすと共に，ログイン処理を減らすこと
でサーバに対する負荷の軽減を図ることができる．
なお，Waseda-net ポータルは携帯電話からの閲覧
をサポートしていない． 
4. 緊急連絡の訓練 
以上，新たに追加した緊急連絡媒体はいずれも
Web ページであるから，学生・教職員が事前に URL
を知らなければ効果が無い．そこで，各ページの
URL の周知を兼ねて，緊急連絡の訓練を 2010 年 1
月，5 月，9 月の計 3 回，本番と同様の手順により
実施した．本節では訓練の内容や，訓練に対する反
応について述べる． 
4.1. 訓練内容と結果 
訓練は事前に作成した手順に基づいて実施した．
まず，関係部門と意思疎通を行いながら，緊急連絡
に用いる Web ページを訓練用の内容に更新する．そ
の後 Waseda-net メールを通して，全学生・教職員
に対し，緊急連絡の訓練である旨と，携帯電話向け
ページ・Yahoo! ブログ・Waseda-net ポータルの 3
つの URL を知らせ，全てのページにアクセスして
ブックマークするよう指示した．訓練の実施は 2010
年 1 月，5 月，9 月の計 3 回である．以下，1 回目
と 2 回目の訓練について概要を説明する． 
1 回目の訓練では，関係部門との連絡および各
Webページの更新と全学へのメール送信準備に1時
間 5 分が必要となった．18 時 30 分にメール送信を
開始し，2 時間 3 分後の 20 時 33 分に全メールの送
信が完了した．メール送信の対象者は 76,693 名で
あり，73,720 名に送信が成功した． 
2 回目の訓練では，部門間連絡と Web ページ更新
とメール配信準備に 59 分が必要になった．18 時に
メール送信を開始し，2 時間 20 分後の 20 時 20 分
に全メールの送信が完了した．対象者は 87,981 名
であり，84,919 名に対して送信が成功した．なお，
大学業務と訓練の都合で，2 回目は 1 回目よりも送
信開始時刻が 30 分早まっている． 
4.2. Webページへのアクセス数の変化 
本訓練への反応を確認するために，各連絡用ペー
ジのアクセスログを解析した．図 4～図 6 がアクセ
ス数の変化を示したグラフである．メール送信開始
（18:00 あるいは 18:30）から 4 日後の 18:00 まで
のアクセス数の変化を 1 時間ごとに統計を取りグラ
フ化した．いずれのグラフからもメール送信開始直
後からページの閲覧数が増加し，その後，急激に減
少している様子が確認できる． 
注目するべき点は，携帯向けページが最もアクセ
ス数が多いことである．1 人が 1 度だけアクセスし
たと仮定すると，メール送信に成功した対象者のう
ち，1 回目の訓練では 18%，2 回目では 13%，3 回
目では 10% が 4 日以内に携帯向けページにアクセ
スしていた．送信開始から翌日の正午までの 18 時
間のアクセス数を 4 日間の合計アクセス数と比較す
ると，1 回目は 61%，2 回目および 3 回目は 63%に
なる． 
Yahoo! ブログは携帯向けページよりもアクセス
数が少なく，4 日間での合計アクセス数は，携帯向
けページのアクセス数に対して，1 回目は 63%，2
回目は 94%，3 回目は 85%になった． 
Waseda-netポータルは最もアクセス数が少なく，
最大でも 1 時間あたり 108 アクセスにとどまった．
この原因として，Waseda-net ポータルはよく認知
されているためアクセスする必要がないと考えられ
た可能性がある．また，図  6 のデータは，
Waseda-net ポータルのトップページにある緊急連
絡へのリンクをクリックした数であるので，単に
Waseda-net ポータルのトップページを確認したの
みで，連絡内容までは閲覧しなかった可能性がある．
さらに，メール内での URL の記載順が，携帯向け
ページ，Yahoo! ブログ，Waseda-net ポータルの順
であったため，URL 記載順の影響も考えられる． 
4.3. アクセスに用いられたブラウザの内訳 
次に，携帯向けページへのアクセスにユーザが用
いていたブラウザの内訳を図 1～図 3 に示す．これ
らのブラウザ内訳も，メール送信開始から 4 日間で
の統計である．1 回目の訓練では 47%，2 回目では
45%，3 回目では 50% が携帯端末からのアクセスで
あった．多くの学生・教職員が携帯端末で
Waseda-net メールを確認していると考えられ，日
常的にモバイル端末を利用していることを伺うこと
ができる．なお，携帯向けページは PC でも閲覧可
能であり，半数前後が PC 用 Web ブラウザから閲覧
していた． 
5. おわりに 
本稿では早稲田大学での緊急連絡に対する取り組
みについて述べた．従来の連絡方法の弱点を補うた
めに，新たに追加した緊急連絡用の Web ページにつ
いて説明した．緊急連絡訓練の結果，多くの学生・
教職員が携帯端末からアクセスしていたことが分か
り，緊急連絡における携帯端末の重要性が確認でき
た．これまでの訓練では，訓練対象者のうち実際に
Web ページへアクセスした割合が 20% に及ばず，
訓練を重ねるごとに減少している．今後も想定され
る緊急事象を想定し訓練を行うと共に，学生・教職
員への連絡用 Web ページの周知を継続的に行って
いきたいと考えている． 
また，より能動的に連絡を配信するために，携帯
電話のメールや SNS を利用して配信する計画があ
る．この場合，学生・教職員が携帯電話番号やアド
レス，アカウントをシステムに登録することになる
が，連絡先が変更になった際に確実に登録を更新し
なければ連絡が届かなくなる．そのため，番号変更
やアドレス変更を大学側で検知できるようなシステ
ムを利用することも検討している． 
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図 1．携帯向けページへのアクセスにおける 
ブラウザ内訳（1 回目） 
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図 2．携帯向けページへのアクセスにおける 
ブラウザ内訳（2 回目） 
図 3．携帯向けページへのアクセスにおける 
ブラウザ内訳（3 回目） 
 
図 4．携帯電話向けお知らせページに対するアクセス数の変化 
 
 
図 5．Yahoo! ブログ緊急お知らせページに対するアクセス数の変化 
 
 
図 6．Waseda-net ポータルの連絡ページに対するアクセス数の変化 
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